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研究成果の概要（和文）：アンケート調査によって、スポーツ選手の心理的問題が多様に存在す

ること、心理サポートでは表面上の訴えではなく、何が問題となっているかを見立てた上でメ

ンタルトレーニングとスポーツカウンセリングの適用範囲を決めなければならないことが示さ

れた。一般に考えられているよりも、スポーツカウンセリングの適用範囲は広いことが確認さ

れた。また、事例を通して、心理サポートでは身体に関わる問題を心理的問題と同様の観点か

ら理解して行くことが重要であり、そのことが心理サポートを有効にすることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）：We applied questionnaire of athlete’s psychological problem to 
athletes. The result showed athletes had various kind of problems. When we support them 
psychologically, We have to do psychological assessment about what their core problem 
(task). According to this assessment, the range of application on the mental training and 
sport counseling was determined.  
 The case study on psychological support of athletes were discussed. As a result of that, it 
showed the range of application on sport counseling was wider. And talking about their 
body provided the athletes with insight on his body movement and playing style, and 
enabled him to discover the points for movement improvement and psychological change. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学	
 ・スポーツ科学 
キーワード：臨床スポーツ心理学、スポーツカウンセリング、メンタルトレーニング、こころ

とからだ 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)	
 スポーツ競技者の心理サポートとして、
パフォーマンス向上や心理的問題の解決の
ためのメンタルトレーニングやスポーツカ
ウンセリングが行われきた。メンタルトレー

ニングは心理スキルトレーニングが中心で
あり（猪俣、2008）、パフォーマンスにポジ
ティブな影響のある側面を強化、あるいはネ
ガティブな側面を消去するような技法が適
用される。一方、スポーツカウンセリングは、
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問題解決のための人格の変容を目指し、結果
としてパフォーマンスの向上を期待する。両
者は、重複するところがあったとしても異な
る側面にアプローチしているのであるが、し
ばしば混同されがちである。それは両方の側
面からアプローチした経験がある研究者が
限られており、相互の立場を理解する者が少
ないことに起因する。また、両側面からのア
プローチの相違について実証的な研究がな
されてこなかった。そのため、メンタルトレ
ーニングやスポーツカウンセリングの適用
範囲が混同されているため、その違いを検討
する必要があった。	
 
(2)	
 メンタルトレーニングやスポーツカウ
ンセリングがスポーツ競技者のどのような
心理的問題に、どのような方法でアプローチ
するべきかが明確ではなかったため、問題に
相応した心理サポートのアプローチを同定
する必要があった。 
 
２．研究の目的	
 
	
 本研究の目的は、メンタルトレーニングと
スポーツカウンセリングの適用範囲の違い
やアプローチする側面の違いを質問紙法と
投影法を用いて、人格のどのレベルの働きか
け、どの側面が変容するのかを比較検討する
ことである。それは心理検査によるスポーツ
競技者への心理サポート内容の適切さを弁
別する方法をも明らかにできる可能性があ
る。本研究は以下のことを明らかにすること
を目的とした。 
(1)	
 これまでのスポーツ競技者のメンタル
トレーニングとスポーツカウンセリングの
アプローチする側面の違いに関する研究文
献を精査する。 
(2)	
 競技上の心理的問題の調査と、心理的競
技能力検査をスポーツ競技者に適用する。 
(3)	
 心理的問題の調査結果から、スポーツ競
技者の心理的問題の内容を分類する。 
(4)	
 スポーツ競技者の心理的問題の分類に
よって群分けし、心理検査結果の特徴の相違
を検討する。 
(5)	
 競技上の心理的問題によって分類され
た群ごとに数名選択、面接し、競技上の問題
に関して詳細に聞き取る。同時にバウムテス
トを施行する。 
(6)	
 以上の手続きのよって、どの問題にメン
タルトレーニングあるいはスポーツカウン
セリングが適用であるかを検討し、見立てる。 
(7)	
 スポーツ競技者の２年間のメンタルト
レーニングとスポーツカウンセリングをそ
の問題ごとに適用し、競技生活の変化と、質
問紙法とバウムテストの変化とを比較検討
する。 
	
 
３．研究の方法 
(1)	
 質問紙調査：スポーツ競技者の心理的問

題の内容を同定する。	
 
(2)	
 同定された内容によってスポーツカウ
ンセリングとメンタルトレーニングの適用
範囲を検討する。	
 
(3) それぞれのアプローチについて事例検討
する。	
 
(4) 長期にわたる心理サポートについて事例
検討する。	
 
	
 
４．研究成果	
 
(1)	
 岐阜県内の強化指定校あるいは強化指
定部の選手 340名を対象に，選手の抱える心
理的問題の実態調査を行った。その結果（表
１）、①	
 悩みや問題が有るとした選手は 78
名（22.9%）、専門家の援助を希望する選手は
20名（5.9%）であった。② 男子よりも女子
の方が，悩みが多くある傾向にあった。③	
 選
手が記述した悩みは，プレイの不出来、身体
の故障などの「身体」に関する問題、チーム
メイトや指導者との「人間関係」に関する問
題が多かった。また、彼らの心理的問題（課
題）に相応する心理サポートの必要性を事例
を通して示した。	
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(2)	
 心理サポートのイメージの調査では、心
理面の強化、心理的支援、自己理解する項目
が多かった（表２）。その結果は、スポーツ
カウンセリングとメンタルトレーニングの
適用範囲を明確することが困難であること
を示していた。そのため、調査対象者に面接
調査し、抱える心理的問題（課題）を精査し
た。その結果、競技での不出来、スランプな
どの表面上の競技の問題から、発達課題やパ
ーソナリティの問題などの内的な問題まで
広範囲でさまざまであることがわかった。	
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(3)	
 (2)の結果を踏まえて、スポーツ選手の
心理サポートでは、それらの問題のうち何が
問題になっているのかを見立て（アセスメン
ト）て、実践する必要があることを事例によ
って検討した。そのなかで、表面上はメンタ
ルトレーニング技法の適用と考えられても
内的問題の整理を行うことが適切である事
例、内的な問題があってもメンタルトレーニ
ング技法の適用が適切である事例があり、対
象となる選手のどのような心理的問題に対
してどのような方法で支援して行くかを見
立てる重要性についてさらに検討を加えた。
つまり、見立て（アセスメント）によってス
ポーツカウンセリングとメンタルトレーニ
ングの適用範囲を明らかにした。	
 
(4)	
 心理的強化を求めて来談した選手に対し
て、怪我の治療期間中の３ヶ月間に週１回、
合計14回行われた面接を事例検討した。その
結果、選手自身の身体（身体動作や怪我の状
況）に関することを中心に語ることを傾聴し
続け、そうしたカウンセラーとの関わりの中
で、選手は自身の身体動作やプレイスタイル
について振り返りながら、少しずつ競技や周
囲の人に対して主体的に関わるようになって
いた。 
	
 面接過程の考察を通して、心理サポート実
施者の傾聴し続ける態度が、アスリートの成
長する力を刺激し、心理的成長や競技への関
わり方の変化をもたらすことが見出された。
また、アスリートが心理サポートの中で「身
体」について語るということは、イメージト
レーニングと同様の効果を持ち、自立に向け
た彼らの主体的な歩みを促すことが示された。
さらに，そのように心理サポートが有効に作
用するためには、サポート実施者が「身体」
についての語りを単に身体レベルの語りとし
て理解するのではなく、「身体」の動きと心
の動きが共時的に存在していることを念頭に
置きながら「身体」についての語りを聴き、
その動きを理解し受け止めることが必要であ
ると示された。これらの視点は今後の心理サ
ポートにおいて考慮すべきことである。また
これらは、アスリートの「身体」についての
語りに焦点をあてた心理サポートが競技力向
上へ寄与する可能性を示唆していた。通常メ
ンタルトレーニングとして実施される心理サ
ポートでも、カウンセリングをベースとして
実施する意義やその中でアスリートが自身の
「身体」について語ることが意味があること
がわかった。 
(5)	
 長期に渡って心理サポートを継続して
いる選手の事例を検討し、面接で語られたこ
とや描画や質問紙調査によって選手の心理
状態を理解すること、またスポーツカウンセ
リングの適用範囲が広いことがわかった。メ
ンタルトレーニングの適用範囲と一般に考
えられる事例においても、何が問題となって

いて、どのようなサポートをすれば良いかを
見立てた上で、スポーツカウンセリングのよ
うに競技での様子を詳細に聞き取っていく
ことを通して、心理的問題の解決や競技力向
上につなげることができることがわかった。	
 
(6)	
 選手の示す身体の動き、反応、症状にな
ど身体に示される事項について、単なる肉体
のことではなく、心理的な意味を有するとい
うことを理解することが必要であり、そのこ
とが選手についての心理的理解を促進し、心
理サポートをより効果的にすることを示し
た。また、そのときに示される身体症状・反
応を病態水準という観点から理解すること
によってより深層からの理解を可能にする
ことを示した。	
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